
今週の月曜日、大和

市社協の特別会員の加

入依頼で理事として市内

の企業へ職員の方と訪

問しました。この会費は福

祉の広報活動・啓発事

業の推進や地域福祉の

推進に関する事業、福祉ボランティアの育成と支援

などに使われています。例えばボランティア団体への

支援であったり、ボランティア育成講座を開いたり、車

いすの貸し出し、食糧支援やフードドライブ、理髪サー

ビスなどがあります。新規の企業ではなかったので、

訪問してみると、忘れていたり、後回しになっていただ

けだったりと、結構みなさん協力していただけることが

多いです。

移動中に職員の方からヤングケアラーについて話

があり、大人になってから精神的に病んでしまったり、

大和市内での実態を把握することが難しいと聞きまし

た。

今月は基本教育と識字率向上月間ということもあり、

ヤングケアラーの問題が皆さんの頭の片隅にでも残

ればと思いお話しさせていただきます。

ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されて

いる家事や家族の世話を日常的に行っている子供の

ことを言います。子供が家事や、家族の世話をするこ

とは、ごく普通のことだと思うかもしれません。しかし、

ヤングケアラーは本当なら享受できたはずの勉強に

励む時間、部活に打ち込む時間、将来に思いを巡ら

せる時間、友人との楽しむ時間など、子供としての時

間と引き換えに、家事や家族の世話などを日常的に

行っています。それにより、自身がやりたいことができ

ないなど、学業や友人関係などに影響が出てしまうこ

とがあります。その家事や家族の世話は多岐にわたり

ますが、一般的に多いのは、食事の準備や掃除、洗

濯、見守り、きょうだいの世話、目の離せない家族の

感情面のサポートなどがあげられます。

政府広報室の2020年度2021年度のヤングケアラー

の実態調査によると、世話をしている家族が「いる」と

回答したのは小学6年生６．５％。中学2年生で５．７

％。全日制高校2年生で４．１％。定時制高校2年生

相当で８．５％。通信制高校性で１１．０％。大学3年

生で６．２％でした。世話をしている家族が「いる」と回

答した人に、その頻度を質問したところ、いずれの年

代でも「ほぼ毎日」が最も多く、小学6年生と通信制

1

【 本日のプログラム 】 10月3日 卓話 「My Rotaryの世界」 地区クラブ監理運営委員長 能勢健一 様

【 次回予告 】 10月10日 第３回クラブ協議会 「ガバナー公式訪問」 佐々木 辰郎 ガバナー

【 第2136回例会】 令和6年9月12日（木） 【 SL 】 大根田 裕志 君 【 司会SAA 】 阿萬 正巳 君

【 斉唱 】 「それでこそロータリー」 【ゲスト】 鈴木義隆 様、佐藤昌太郎 様（座間RC）

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 4名(敬称略)

24名 19名 82.61% 68.18% 1名 原嶋、池澤、板垣、新村

会長の時間 中村 友彦 会長
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高校生では半数以上が「ほぼ毎日」世話をしている

結果となっています。さらに、平日1日当たり、世話に

費やす時間についても質問したところ、年代にバラツ

キがありますが、「7時間以上」という人が、通信制高

校生では２４．５％、中学2年生では１１．６％という結

果となっています。

こどもが、家事や家族のケアをすること自体は悪い

ことではありません。虐待と絡むようなやむを得ない

場合を除き、ヤングケアラーであることがマイナスでは

ない面もあります。例えば、家事や家族の世話などを

若いころに担った経験をその後の人生で生かすことが

できている、と話す元ヤングケアラーがいることも事実

です。

しかし、ケアに携わる子供が、自分の時間が取れ

ない、勉強する時間が取れない、ケアについて相談で

きる人がいなくて孤独を感じる、ストレスを感じる、友

人と遊ぶことができない、睡眠が充分にとれないと感

じているなどの場合、それは子どもの権利が守られて

いない状態の可能性があります。中には、そういった

影響を感じながらも自分がヤングケアラーであること

に気づいていなかったり、家族のことは家族で何とかし

なければという思いから、一人で悩みを抱えてしまっ

たりする人がいます。そこで、国や地方自治体、民間

団体において、ヤングケアラーの子供たちの声を聞き、

一人にしない取り組みが始まっています。

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題であ

ることから表面化しにくいといわれます。そのため、福

祉、介護、医療、学校など関係機関におけるヤング

ケアラーに関する研修や、地方自治体での現状把握

が必ずしも十分でない状況にあると考えられています。

したがって、現在はまずヤングケアラーの社会的認知

度の向上を図るほか、現状の把握、そして適切な支

援につなぐための窓口の明確化などが進められてい

ます。

関係機関が連携し、専門職やボランティアなどに

ヤングケアラーに関する研修の機会の提供、地方自

治体における現状把握の推進による早期発見や把

握に取り組んでいるほか、悩み相談、多機関連携、

教育現場などへの支援策が推進されています。

本人がヤングケアラーだと思っていない、家族のこ

となので周りには相談することがなかなかできない、

周りからも家庭のことを聞きにくいなどがあるそうです。

大和市内でも経験者が運営する相談できる場所を

作っていこうという動きもあるみたいです。

ヤングケアラーの子供たちを取り巻く状況、感じて

いる悩み事、支援を必要としているかどうかは、それ

ぞれ違います。目の前のヤングケアラーが感じている

ことや悩み事を一緒に考えたり、必要な情報を集め

たりできるのがベストかもしれませんが、なかなか難し

いことも少なくありません。

そのため、ヤングケアラーという存在を認知し、一

人で悩みを抱え、孤独になりがちなヤングケアラーに

周囲の人が気づき、寄り添うことが大切です。

まずは、意識しないと見えてこないので、ヤングケア

ラーという存在がいることを知り、このことから始め、社

会的認知度の向上に貢献できたらと思いました。

①10月24日開催の日韓親善会議 申込が9月25日

まで延長されました。詳細は事務局までお問い合

わせください。

②ロータリーマジック賞のご案内が地区より届いており

ます。各クラブの実施プロジェクトの中で新鮮で、効

果のあるプロジェクトにロータリーマジック賞を表彰し・

紹介されます。

③マイロータリーの登録100％を目指し、皆様のご協

力をお願いします。現在24名中16名の方が登録さ

れております。

【お祝いの方々】

親睦活動委員会 黒坂 毅 委員長

会員誕生日 辻 彰彦 君 9月18日

創業記念日 辻 彰彦 君 9月24日

入会記念日 中村 友彦 君 10月1日
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委 員 会 報 告

幹事報告 小野 泰弘 幹事



「ガバナー公式訪問に備えて」

第６グループガバナー補佐 鈴木 義隆 様

ガバナー補佐幹事 佐藤 昌太郎 様
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鈴木 義隆 様、佐藤 昌太郎 様（座間RC）

本日はガバナー公式訪問の事前準備としてガバ

ナー補佐訪問させて頂きます。今年度、大和中ロー

タリークラブ様のより良い活動の実践するために地区

との調整に努力して参ります。中村会長を始め大和

中ロータリークラブの皆様1年間よろしくお願い申し上

げます。

中村 友彦 会長、小野 泰弘 幹事

第６グループガバナー補佐鈴木様、ガバナー補佐

幹事佐藤様、お忙しい中ありがとうございます。ご指

導よろしくお願い致します。

中村 友彦 君

入会記念をありがとうございます。今年度で10年

目になりました。引き続きご指導のほどよろしくお願い

致します。

後藤 定毅 君

鈴木ガバナー補佐、本日は我がクラブにお越しく

ださりありがとうございます。改めて一年間の楽しいご

指導のお願いと共に期待しています。

橋本 日吉 君、鈴木 洋子 君、辻 彰彦 君、

野口 宏 君

ようこそ大和中ロータリークラブへ。本日はいつもと

違うガバナー補佐会議になるそうですね。楽しみにし

ております。よろしくお願いします。

北砂 明彦 君

鈴木様、佐藤様、本日はよろしくお願い致します。

髙橋 清 君、入江 公敏 君、小栁 智裕 君、

阿萬 正巳 君、石川 達男 君

本日はガバナー公式訪問に備えて、第６グループ

ガバナー補佐鈴木義隆様、ガバナー補佐幹事佐藤

昌太郎様、ようこそお出で下さいました。

野口 宏 君

２週間連続例会をお休みし申し訳ございません。

アフリカのボツワナに行って、たくさんの動物と会って

きました。

大根田 裕志 君

第６グループガバナー補佐鈴木義隆様、本日の

卓話よろしくお願い致します。

黒坂 毅 君、土屋 大輔 君

ガバナー補佐鈴木様、本日はよろしくお願い致し

ます。

スマイルボックス 土屋 大輔 委員 本日 ￥20,000 累計 ￥１５７，０００


